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第 176 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

縦軸 vs横軸 〜 バランスを保つ 〜 

 

2023 年 5 月 24 日筆者は、順天堂大学保健医療学部 診療放射線学科の２年生の『病理学概

論』(13：10～14：40)と『がん医療科学』(14：50～16：20)の講義を担当した。 講義『病

理学概論』では、教科書『カラーで学べる病理学』を用いて、第 4 章【『循環障害』、第 5

章『炎症』】を音読しながら進めた。『がん医療科学』では、筆者の『がん細胞から、学ん

だ生き方 〜 「ほっとけ 気にするな」のがん哲学』の第 4 章の【『がん哲学』での『言葉

の処方箋』】を音読しながら進めた。  

 

筆者が第 3代目代表の『南原繁研究会(第 226 回)』(18:30〜21:00）に Zoom 参加した。『日

本の近現代史における南原繁』&『回想の南原繁』&『⽮内原忠雄』は大変勉強なった(画像)。 

筆者は【『内村鑑三 & 矢内原忠雄 ＝縦軸 vs 新渡戸稲造 & 南原繁=横軸』ですね！ 同心

円でなく楕円形(2 つの中心点）で、バランスが保たれていましたね！ 生命現象の如く『交

感神経 vs 副交感神経』ですね！ また長与又郎(1878- 1941）も話題になったので、【長与又

郎は、医師で病理学教授でしたね！ 日本癌学会も創設しましたね！】と語った。筆者は、

2018 年日本癌学会から『長与又郎賞』を授与されたのが、今回 鮮明に思い出された。 

 

5 月 25 日は、【『がん哲学外来＠川越 のぞみカフェ』開設 8周年記念シンポジウム『がん

と生きる』がん哲学外来発起人 樋野興夫氏に聞く】に赴く(画像) 

 

『がん哲学外来の絶対性大原理』 

愛がなければ全ては無意味 

『がん哲学外来の真髄』 

（１）愛に溢れた雰囲気 

（２）静かな口調 

（３）にもかかわらず 

『がん哲学外来の心得』 

（１）仮面を外し、心の垣根をとる 

（２）秘密は守る、リラックスした時間を過ごす 

（３）正直になる、積極的に人々に仕える 
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